
如き
さ
ら
ぎ月　

第
６
８
４
号

最
近
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
を

始
め
・
書
籍
・
紙
面
等
で
も
明
治
維
新
や

そ
の
時
代
に
関
わ
る
物
が
多
く
並
べ
ら
れ

て
い
る
。
本
年
は
明
治
改
元（
一
八
六
八

年
）か
ら
一
五
〇
年
の
節
目
で
あ
り
、
明

治
時
代
の
精
神
を
学
び
現
代
に
活
か
そ
う

と
す
る
機
運
が
高
ま
っ
て
い
る
▼
歴
史
と

し
て
み
れ
ば
、正
負
両
面
の
評
価
が
あ
り
、

明
治
維
新
へ
の
礼
賛
と
否
定
的
な
声
も
聞

か
れ
る
が
、明
治
維
新
を
成
し
遂
げ
た
先

人
た
ち
の「
志
」を
学
ぶ
こ
と
は
、日
本
人

と
し
て
必
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
▼
明
治

時
代
を
振
り
返
り
ま
ず
想
起
さ
れ
る
の
は
、

我
が
国
を
一
躍
近
代
国
家
へ
と
お
導
き
に

な
ら
れ
、後
世
に
内
外
か
ら「
明
治
大
帝
」

と
仰
が
れ
た
明
治
天
皇
の
御
聖
徳
で
あ

る
。
明
治
天
皇
は
約
十
万
首
の
御
製
を
詠

ま
れ
て
お
り
、様
々
な
角
度
か
ら
人
の
道

を
教
え
、「
神
祭
り
」の
根
本
に
つ
い
て
も

お
訓
し
に
な
ら
れ
て
い
る
▼「
と
こ
し
え

に　
国
ま
も
り
ま
す
天
地
の　
神
の
祭
を

お
ろ
そ
か
に
す
な
」こ
の
節
目
の
年
に
改

め
て
、大
御
心
を
奉
戴
し
襟
を
正
し
て
神

明
奉
仕
に
努
め
て
参
り
た
い
。	

（
長
）

平
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年
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月
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元
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平
成
三
十
年 

正
月

平
成
二
十
九
年
、大
晦
日
、一
年
の
罪
穢
れ

を
祓
う
大
祓
式
、皇
室
・
国
家
の
安
寧
を
祈
り

一
年
に
感
謝
す
る
除
夜
祭
が
行
わ
れ
、一
年
間
、

全
て
の
諸
祭
儀
が
恙
無
く
執
り
納
め
ら
れ
た
。

平
成
三
十
年
元
旦
午
前
零
時
、
神
門
が
開

か
れ
る
と
辺
津
宮
本
殿
前
は
一
瞬
に
し
て
参
拝

者
で
埋
め
尽
く
さ
れ
、参
道
の
列
は
露
店
が
並

ぶ
第
一
駐
車
場
ま
で
続
き
、夜
の
闇
や
寒
さ
を

打
ち
消
す
よ
う
に
、賑
や
か
に
年
が
明
け
た
。

同
時
刻
、海
上
十
キ
ロ
沖
合
の
大
島
・
中
津

宮
に
お
い
て
は
、恒
例
の『
鰤
大
根
鍋
』が
振
舞

わ
れ
、初
詣
に
き
た
島
民
や
帰
省
し
た
人
々
を

温
か
く
迎
え
た
。

一
方
、絶
海
の
孤
島
沖
ノ
島
・
沖
津
宮
は
闇

に
包
ま
れ
、
神
職
只
一
人
、
静
寂
の
中
、
新
年

を
迎
え
た
。

　辺
津
宮
、中
津
宮
、沖
津
宮
。
宗
像
大
社
の

三
宮
は
、賑
や
か
に
、和
や
か
に
、静
か
に
、そ

れ
ぞ
れ
に
新
し
き
年
を
迎
え
た
。

2



家
族
や
恋
人
、大
切
な
人
の
幸
せ
を
祈
り
、

自
分
自
身
の
決
意
を
新
た
に
誓
う
。
新
年
、神

社
は
多
く
の
人
々
の
祈
り
で
溢
れ
る
。
日
本
人

の
一
年
は
神
社
か
ら
は
じ
ま
る
。

3 

辺津宮、元旦、開門直後。

年明け直後の第一駐車場。

大島の新成人。毎年、正月の帰省に合わせて、1月2日に行われる。

平成二十九年、執り納めの神事。大晦日・大祓式。 沖ノ島の初日。
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紀元祭・世界文化遺産登録記念銘板

私
た
ち
は
日
本
の
は
じ
ま
り
を
ど
れ
だ
け
知
っ
て

い
る
だ
ろ
う
か
。
現
在
、日
本
が
最
古
の
国
で
あ
る

こ
と
も
多
く
の
国
民
は
殆
ん
ど
知
ら
な
い
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
国
の
構
造
は
大
き
く
君
主
制
と
共
和

制
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
君
主
制
は
日
本
、

共
和
制
で
は
サ
ン
マ
リ
ノ
が
現
存
す
る
最
も
古
い
国

で
あ
る
。
日
本
の
君
主
は
言
う
ま
で
も
な
く
天
皇
で

あ
り
、第
一
代
神
武
天
皇
か
ら
数
え
て
百
二
十
五
代

に
な
る
。

天
皇
の
系
図
で
あ
る
皇
統
譜
に
は
歴
代
天
皇
を
は

じ
め
神
々
の
系
図
ま
で
記
さ
れ
て
い
る
が
、そ
の
基

と
な
っ
て
い
る
の
が『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』（
記
紀
）

で
あ
る
。
記
紀
に
は
日
本
と
い
う
国
が
ど
の
よ
う
に

生
ま
れ
、ど
の
よ
う
に
統
治
さ
れ
て
き
た
か
が
描
か

れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
些
細
な
争
い
ご
と
は
あ
る

も
の
の
、日
本
と
い
う
国
は
祭
り
、
基
本
的
に
は
祭

祀
で
統
治
さ
れ
て
い
る
。

多
く
の
国
々
が
武
力
で
統
治
さ
れ
て
い
る
歴
史
を

持
つ
中
で
、日
本
と
い
う
国
は
祭
祀
で
統
治
さ
れ
、そ

の
祭
主
で
あ
る
天
皇
が
今
も
祭
り
を
続
け
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
違
い
を
私
た
ち
は
身
を
以
て
体
感
す
る
こ

と
は
な
い
が
、
国
の
継
続
、
持
続
と
い
う
視
点
か
ら

こ
れ
を
考
え
る
と
、
明
ら
か
な
違
い
に
気
づ
く
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

二
月
十
一
日
は「
建
国
記
念
の
日
」で
あ
る
が
、今

年
は
第
一
代
神
武
天
皇
が
橿
原
の
地
に
即
位
さ
れ
て

二
六
七
八
年
と
な
る
。
建
国
記
念
の
日
に
こ
の
よ
う

な
古
の
歴
史
を
学
び
な
が
ら
、永
遠
の
平
和
と
い
う

こ
と
を
考
え
て
み
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

『
神
宿
る
島
』宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群
の
世

界
文
化
遺
産
登
録
を
記
念
し
て
、福
岡
県
と
宗
像
市

が
記
念
銘
板
を
製
作
。
設
置
を
完
了
し
た
十
二
月

二
十
三
日
、谷
井
宗
像
市
長
ら
地
元
の
関
係
者
が
集

ま
り
、
除
幕
式
が
行
な
わ
れ
、一
般
の
方
に
披
露
さ

れ
た
。

記
念
銘
板
は
高
さ
二ｍ
、幅
が
六
十㎝
。
加
工
し
た

銅
版
に
構
成
資
産
の
説
明
が
書
か
れ
、世
界
文
化
遺

産
と
し
て
の
価
値
を
発
信
す
る
一
助
と
な
る
。

世
界
文
化
遺
産
登
録

記
念
銘
板

紀 
元 

祭  

日
本
の
は
じ
ま
り
に
思
い
を
馳
せ
る

除幕式

辺
津
宮
第
一
駐
車
場
前
祈
願
殿
横
に
設
置
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神宮神宝より紐解く

装
束
神
宝
奉
献
の
経
緯（
二
）

延
暦
二
十
三
年（
八
〇
四
）の『
皇
太
神
宮
儀
式
帳
』

『
止
由
気
宮
儀
式
帳
』に
記
載
の
あ
る
品
目
は
時
を
経

て
延
長
五
年（
九
二
七
）の『
延
喜
伊
勢
太
神
宮
式
』

に
集
成
さ
れ
ま
す
が
、こ
の
当
時
装
束
神
宝
が
奉
献

さ
れ
て
い
た
宮
社
は
皇
大
神
宮
と
荒
祭
宮
を
始
め
と

す
る
月
読
宮
、月
読
荒
御
魂
宮
、伊
佐
奈
岐
宮
、伊

佐
奈
弥
宮
、滝
原
宮
、滝
原
並
宮（
装
束
の
み
）、伊

雑
宮
の
八
別
宮
、ま
た
豊
受
大
神
宮
と
多
賀
宮
の
一

別
宮
で
、そ
の
員
数
は『
儀
式
帳
』で
は
装
束
二
一
六

種
五
〇
五
点
・
神
宝
七
八
種
三
〇
一
点
で
合
計

二
九
四
種
八
〇
六
点
と
な
り
ま
す
。一
方『
延
喜
式
』

で
は
装
束
二
一
二
種
五
〇
二
点
・
神
宝
二
四
種

二
〇
九
点
で
合
計
二
三
六
種
七
一
一
点
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
員
数
を
現
行
の
員
数
と
比
較
し
て
み
ま
す

と
、当
時
の
員
数
は
現
行
の
一
五
七
六
点
の
約
半
数

に
相
当
す
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。   

で
は
次
に
平
安
期
の
初
頭
か
ら
中
期
に
お
け
る
奉

献
の
制
度
に
つ
い
て
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
当
時
の
制

度
で
は
調
製
の
開
始
に
あ
た
り
、
先
に「
営
造
神
宝

並
装
束
使
」が
太
政
官
五
位
以
上
の
弁
官
か
ら
一
人

任
用
さ
れ
、そ
の
下
に
一
〇
五
人
以
上
の
有
能
な
る

技
術
を
持
つ
専
従
者
が
配
置
さ
れ
、遷
宮
が
執
り
行

わ
れ
る
約
二
ヶ
月
前
の
七
月
一
日
に
神
祇
官
の
西
院

に
お
い
て
行
事
始
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
調
製
に
あ

た
っ
て
は
先
ず
左
弁
官
の
史
生
に
よ
る「
本ほ

ん

様よ
う

使し

」が

神
宮
に
派
遣
さ
れ
西
宝
殿
に
納
め
ら
れ
て
い
る
前
回

の
神
宝
を
拝
見
し
、詳
細
に
検
分
調
査
し
て
製
作
仕

様
上
の
疑
問
を
た
だ
し
て
必
要
な
事
項
を
書
き
取
り
、

こ
れ
を
京
都
に
持
ち
帰
っ
て
調
製
の
基
準
と
し
ま
し

た
。
当
時
の
遷
宮
は
皇
大
神
宮
が
九
月
十
六
日
ま
た

豊
受
大
神
宮
が
二
年
後
の
九
月
十
五
日
で
、こ
の
間

の
調
製
が
僅
か
二
ヶ
月
余
り
と
い
う
短
い
期
間
で
あ

り
ま
す
。
こ
の
事
に
つ
い
て
は
先
に
示
し
た
よ
う
に

調
製
す
る
品
目
の
数
量
が
現
在
の
半
数
で
、今
と
は

違
い
御
料
の
調
製
も
当
時
で
は
日
常
的
な
技
術
を
用

い
て
い
て
、ま
た
そ
の
事
に
長
じ
た
専
門
の
職
匠
が

こ
と
に
当
た
っ
て
い
た
と
致
し
ま
し
て
も
、こ
れ
ら
の

全
品
目
の
調
製
を
こ
の
短
い
期
間
内
に
終
了
さ
せ
た

と
は
解
し
難
く
、事
前
に
数
年
前
か
ら
内
々
の
準
備

を
進
め
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

一
〇
世
紀
の
初
め
に
制
定
さ
れ
た『
延
喜
伊
勢
太

神
宮
式
』（
九
二
七
）の
効
用
も
次
第
に
時
代
が
下
る

に
従
っ
て
、
新
し
い
別
宮
に
お
け
る
遷
宮
制
度
の
創

定
や
殿
内
奉
飾
の
改
善
に
伴
う
装
備
品
目
の
多
様
化

な
ど
、徐
々
に
そ
の
時
代
の
流
れ
に
適
合
す
る
傾
向

が
現
れ
始
め
、そ
し
て
つ
い
に
は
室
町
期
に
お
け
る

戦
国
時
代
約
一
二
〇
年
間
の
正
遷
宮
の
中
絶
が
あ
る

に
至
り
ま
す
。

５

元
神
宮
式
年
造
営
庁
技
師
　
釆
野
　
武
朗

神
宮
神
宝
よ
り

紐
解
く

皇大神宮（内宮）正宮 神宮司庁提供
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【
紙
に
書
か
な
い
古
文
書
２
】

文
字
は
紙
に
書
か
れ
る
と
は
限
ら
な
い
。
今
回
は

木
像
彫
刻
の
背
中
に
書
か
れ
た
銘
文
。
こ
れ
は
、鎌

倉
時
代
に
宗
像
大
社
に
奉
仕
し
た
僧
侶
色
定
法
師
の

姿
を
現
し
た
木
像
で
あ
る
が
、実
際
の
衣
を
着
せ
る

と
い
う
特
異
な
お
姿
で
あ
る
。
彫
刻
に
な
っ
た
色
定

法
師
も
、偉
業
を
成
し
遂
げ
た
特
異
な
人
で
あ
っ
た
。

平
安
時
代
末
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
日
本
は

中
国
宋
と
の
貿
易
・
交
流
が
盛
ん
で
あ
り
、宗
像
大

社
も
宋
と
の
交
易
を
行
っ
た
。
宋
で
は
、五
千
巻
を

超
え
る
全
て
の
仏
教
経
典
を
木
版
で
印
刷
す
る
と
い

う
世
界
初
の
大
事
業
が
完
成
し
て
お
り
、宗
像
大
社

は
最
先
端
の
成
果
で
あ
る
木
版
刷
り
の
仏
教
経
典
を

い
ち
早
く
入
手
し
た
。
そ
れ
を
、一
人
で
四
十
年
を

か
け
て
全
て
写
し
と
っ
た
の
が
色
定
法
師
だ
っ
た
。

長
年
に
わ
た
る
真
摯
な
色
定
法
師
の
写
経
人
生

は
、当
然
の
ご
と
く
周
囲
の
人
々
の
敬
意
を
集
め
た
。

色
定
法
師
木
像
の
背
中
に
は
、色
定
法
師
が
僧
侶
の

最
高
位
で
あ
る
座
主
の
地
位
に
あ
り
、栄
範
と
い
う

僧
侶
が
木
像
作
成
の
た
め
の
寄
付
を
募
り
、完
成
し

た
の
が
仁
治
二
年（
一
二
四
一
）、色
定
法
師
は
翌
年

に
亡
く
な
っ
た
こ
と
が
書
き
付
け
ら
れ
て
い
る
。

色
定
法
師
が
写
経
し
た
木
版
印
刷
の
経
典
が
、宗

像
大
社
の
宋
と
の
交
易
に
よ
る
渡
来
品
で
あ
る
こ
と

は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、木
像
に
実
際
の
衣
を
ま
と

わ
せ
る
制
作
方
法
の
源
も
宋
に
あ
る
と
い
い
、色
定

法
師
木
像
も
宗
像
地
方
に
お
け
る
宋
文
化
受
容
の

一
例
で
あ
る
。

こ
の
木
像
は
明
治
に
な
っ
て
他
寺
に
移
管
さ
れ
た

が
、現
在
は
宗
像
大
社
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
。
事
情

に
よ
り
展
示
は
し
て
い
な
い
が
、い
ず
れ
神
宝
館
で

展
示
さ
れ
る
こ
と
を
俟
と
う
。	

（
河
）

神
宝
館
だ
よ
り
10

万
点
ノ
国
宝
収
蔵

八
神宝館だより・造営日記

沖
津
宮
社
殿
修
復
を
控
え
、現
在
末
社
・
大
神

宮
の
修
復
を
進
め
て
い
る
。

昨
年
末
に
修
復
業
者
が
渡
島
、社
殿
を
解
体
し

屋
根
部
分
以
外
の
部
材
を
沖
ノ
島
よ
り
本
土
へ
持

ち
帰
り
、作
業
場
に
て
傷
み
の
調
査
・
取
替
え
材

の
選
定
を
終
え
、今
年
に
入
り
材
木
の
加
工
を
行
っ

て
い
る
。

今
後
は
、今
月
初
旬
ま
で
に
現
地
に
て
組
立
て

を
行
い
、お
還
り
い
た
だ
く
祭
典
を
斎
行
。

引
続
き
、沖
津
宮
社
殿
修
復
に
取
り
掛
か
る
。

造
営
日
記
39

色定法師木像

取替え材の選定



髙
宮
の
横
に
建
之
の
我
が
墓
は
大
社
と
共
に
永と

わ遠
に
過す

ご
せ
り	

秋
𠮷　
嘉
範

大
社
を
愛
し
て
や
ま
な
い
作
者
。〈
髙
宮
の
脇
に
建
て
た
る
我
が
墓
は
永と

わ久
に
在
る
べ
し
大
社
と
共
に
〉。

跨
線
橋
ー
釣
川
に
沿
い
て
行
か
れ
し
と
う
陛
下
の
車
大
社
へ
の
道	

山
本　
静
子

行
程
を
考
え
て
陛
下
を
思
う
作
者
。〈
大
社
へ
と
跨
線
橋
こ
え
釣
川
に
沿
い
て
い
か
れ
し
陛
下
の
御
車
〉

麦
を
蒔
く
準
備
の
す
み
し
畝
々
に
玄
海
か
ら
の
夕
日
が
あ
た
る	

佐
々
木
和
彦

晩
秋
の
宗
像
の
景
だ
ろ
う
か
。
季
節
と
、
畑
の
畝
の
清
々
し
さ
と
夕
陽
の
安
堵
感
が
快
い
。

宮
地
嶽
神
社
の
古
墳
わ
が
ま
ち
を
守お
ま
も
り護

な
さ
る
窟い
は
や不

動
尊	

山
﨑　
公
俊

不
動
尊
を
信
じ
る
作
者
。語
順
を
変
え〈
わ
が
ま
ち
を
守お
ま
も
り護
く
だ
さ
る
宮
地
嶽
神
社
古
墳
の
窟
い
わ
や
不
動
尊
は
〉と
。

年
ふ
れ
ば
思
い
お
こ
せ
と
人
も
な
き
奴
山
の
里
に
風
吹
き
渡
る	

上
妻　
真
次

今
は
離
れ
住
む
作
者
が
、
若
く
故
郷
で
見
た
景
と
読
ん
だ
。
初
句
〈
年
ふ
り
て
〉
三
句
〈
人
見
え
ぬ
〉。

ひ
さ
に
来
て
息
子
は
中
間
ら
と
出
か
け
ゆ
く
ゴ
ル
フ
を
せ
む
と
我
に
告
げ
に
し	

池
浦
千
鶴
子

久
し
ぶ
り
な
の
に
と
寂
し
い
作
者
。〈
久
々
に
来
た
る
～
出
か
け
行
き
た
り
ゴ
ル
フ
を
す
る
と
〉。

配
膳
を
食
べ
残
す
人
多
き
な
か
無
理
じ
ひ
し
つ
つ
母
へ
の
食
介	

北
野
カ
ズ
ミ

老
母
の
介
護
の
大
変
さ
が
四
句
に
表
れ
る
。
周
囲
の
人
を
省
き
、食
介
を
す
る
自
分
と
母
の
み
を
詠
ん
で
は
。

一ひ
と
え重

八や

え重
咲
い
て
は
道
に
こ
ぼ
れ
落
つ
山さ
ざ
ん
か

茶
花
の
花
聖せ
い
や夜

の
使
い	

本
田
エ
リ
ナ

花
び
ら
を
散
ら
す
山
茶
花
の
見
立
て
が
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
。
四
句
〈
～
の
花
は
〉
と
助
詞
を
。

足
跡
の
遠
く
か
す
み
て
浜
風
の
砂
に
埋
め
る
追
憶
の
影	
早
川　
祥
三

ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
思
い
出
が
あ
り
そ
う
。
二・三
句
は
「
～
離さ
か
り
て
浜
風
が
」。

寒
さ
ゆ
え
外
へ
出
ぬ
間
に
水
仙
の
花
あ
ま
た
つ
け
日
暮
の
早
し	

萩
原　
　
勉

寒
い
日
が
続
く
。
久
し
ぶ
り
の
庭
で
季
節
の
推
移
を
実
感
し
た
作
者
だ
ろ
う
四
句
〈
～
あ
ま
た
咲
き
〉。

木
洩
れ
日
に
紛
れ
し
小
鹿
の
動
か
ざ
る
瞳
に
あ
い
て
足
踏
み
出
せ
ぬ	

吉
崎
美
沙
子

思
い
が
け
な
い
場
所
で
遇
っ
た
小
鹿
の
目
の
描
写
が
良
い
。
結
句
〈
～
出
せ
ず
〉
と
。

散
り
際
を
風
に
ゆ
ず
ら
ぬ
冬
紅
葉	

早
川　
祥
三

嵌
め
を
り
し
貴あ
て
び
と人
の
死
後
せ
ん
ご
ひ
や
く
ね
ん
金
の
指
輪
の
変
は
ら
ぬ
ひ
か
り　

風
の
あ
さ
酒
蔵
の
な
が
き
列
に
つ
き
果
実
の
香
も
つ
新
酒
い
た
だ
く

◆ 

選 

者 

詠
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歌会詠草　御造営奉賛者御芳名

宗
像
大
社
歌
会
詠
草
■
大
西
晶
子
選　
■
毎
月
25
日
〆
切

第
６
７
８
回

第
６
５
０
回

俳
句

御
造
営
奉
賛
者
御
芳
名
（
平
成
二
十
九
年
十
二
月
） 

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

北
九
州
市	

深
田　
和
茂	

三
〇
、〇
〇
〇
円

墨
田
区	

猪
俣　
成
雄

福
岡
市　
　
　
杷
野
光
貴
・
昭
子

松
山
市	

荒
川　
　
拡	

一
四
、〇
〇
〇
円

千
代
田
区　
㈱
ユ
ー
ラ
シ
ア
旅
行
社

一
〇
、〇
〇
〇
円

小
城
市	

大
坪　
桂
子

奈
良
市	

加
藤　
真
義	

五
、〇
〇
〇
円

姶
良
市	

根
占　
伸
行

市
川
市	

立
松　
靖
啓

青
梅
市	

清
水　
明
彦

大
牟
田
市	

小
寺　
　
勝

金
沢
市	

藤
田　
賢
次

川
崎
市	

泉　
　
昌
孝

川
崎
市	

相
馬　
　
葉

久
留
米
市	

永
田　
幸
吾

相
模
原
市	

山
田　
聖
爾

杉
並
区	

大
西　
裕
明

逗
子
市	

矢
沢　
弥
雪

中
央
区	

野
田
久
美
子

中
央
区	

番
場　
智
之

名
古
屋
市	

白
木　
良
彦

練
馬
区	

中
野　
結
子

福
岡
市	

占
部　
清
藏

福
岡
市	

平
井　
敦
子

松
戸
市	

番
場　
常
夫

箕
面
市	

山
田　
和
裕

横
浜
市　
　
品
川
孝
重
・
美
和
子

横
浜
市	

生
貝　
健
二	

四
、〇
〇
〇
円

福
岡
市	

塚
本　
　
博	

三
、〇
〇
〇
円

糸
島
市	

国
分　
一
美

大
阪
市	

津
村
幸
百
合

大
阪
市	

福
地　
昭
義	

二
、〇
〇
〇
円

朝
倉
市	

矢
野　
宙
之

生
駒
市	

豊
﨑　
倫
臣

胆
沢
郡	

佐
藤　
　
智

川
崎
市	

芳
澤　
秀
行

神
埼
郡	

矢
野　
京
子

北
九
州
市	

柏
木　
誠
治

品
川
区　
　
川
野
ま
す
み
・
や
よ
い

杉
並
区	

村
上　
佳
代

高
松
市	

遠
藤　
和
美

日
立
市	

澤
田　
和
則

広
島
市	

中
野　
友
三

福
岡
市	

北
﨑　
　
進

宗
像
市	

和
田　
道
子

行
橋
市	

山
下
圭
一
郎
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よ
り
読
み
や
す
く
、
そ
し
て
多

く
の
方
に
読
ん
で
い
た
だ
け
る
社
報
と
い
う
テ
ー

マ
を
設
定
し
、
編
集
を
し
て
一
年
が
経
と
う
と
し
て

い
る
▼
デ
ザ
イ
ン
は
も
ち
ろ
ん
、
紙
面
も
過
去
の
こ

と
は
少
な
く
未
来
の
こ
と
に
紙
面
を
多
く
割
く
構

成
に
し
た
。
編
集
中
は
紙
面
の
全
面
変
更
、
行
程

の
大
幅
な
変
更
、
デ
ザ
イ
ン
の
方
向
転
換
な
ど
紆

余
曲
折
・
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
た
▼
来
年
度
は
、

本
年
度
の
反
省
を
踏
ま
え
皆
様
に
当
社
の
新
し
い

情
報
を
よ
り
多
く
発
信
し
て
い
け
る
よ
う
、
進
め

て
い
き
た
い
▼
一
新
後
、
未
完
成
の
社
報
「
む
な

か
た
」…「
良
い
意
味
で
の
神
社
ら
し
く
な
い
社
報
」

を
終
着
点
に
し
て
。
よ
り
良
い
社
報
を
目
指
す
為

に
様
々
な
ご
意
見
お
寄
せ
い
た
だ
き
た
い
。	

（
黒
）

編
集
後
記

１日	 総社月次祭	 午前11時
	 引続き		高宮祭、第二宮第三宮祭
	 宗像護国神社祭　
────────────────────
３日	 節分祭	 午前11時
	 豆打ち式	 午前11時30分
────────────────────
11日	 紀元祭	 午前11時
────────────────────
15日	 総社月次祭	 午前11時
	 引続き		高宮祭、第二宮第三宮祭
────────────────────
17日	 祈年祭	 午前11時
────────────────────
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